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地質図は･語る一

この地質図は最近出版されたばかりの20万分の1地質図櫨｢豊橋｣(改訂版〕の一部で原図よりは

若干縮少されている.中央構造線をはさんで北西側には高温低圧型の領家変成帯(Rド比〕が

南東側には低温高圧型の三波川変成帯(S^･S^`･S'〕が相対埼し変動時幾人岩としての鹿塩マイロ

ナイト(M〕が後生的運動による若干の変位をみせながらも領家帯の7oソトにふさわしい座を

しめている.設楽の中新統(凪)や火山岩(R^･D.･A)の示すゆるい盆状構造が急斜した基雌･

構造から浮きぼり1=される･三波川帯と四万十黒帯(C･山C･〕とを劃する巾赤眉裂鮒は東側

ブロリクの北進を暗示させその中ほどで断層面がほぼ水平になるあたりは手の二んだ解釈を必要

としよう.二のような坤箱尺"の地質図･はいくつかの構造単元の配列とそれぞれの内部構成

とを同時1二表現できるという点でなかなか1二捨てがたいものである.
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